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三木市水道経営戦略【 概要版】

第1 章 三木市水道事業経営戦略改定の趣旨と 位置づけ

■ 経営戦略と は

将来需要に見合っ た施設更新をする「 投資計画」 と 、 必要な財源を計画的かつ適切に確保する

「 財政計画」 から 成り 立ち ます。 「 投資計画」 と 「 財政計画」 は別々に策定さ れる も のでは

なく 、 相互に関連し 、 最終的に収支が均衡し た形で策定さ れるも のです。

■ 改定の趣旨

総務省発出の「 経営戦略策定・ 改定ガイ ド ラ イ ン 」 （ 平成3 1 年３ 月） （ 以下、 ガイ ド ラ イ

ン ） で は、 ３ ～5 年毎の改定が求めら れて おり 、 「 三木市水道事業経営戦略」 を 平成２ ９

（ 2 0 1 7 ） 年2 月に策定し てから 5 年程度経過し ているこ と から 、 社会情勢の変化を 踏まえ最

新の情報を基に「 三木市水道事業経営戦略」 の見直し を行っ ています。

■ 計画期間

計画期間は、 1 0 年間（ 令和４ 年度～令和1 3 年度） と し 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルを活用し た見直し

を５ 年以内に行う こ と と し ています。

第２ 章 将来の事業環境を見据えた現状と 課題

経営戦略の策定によっ て、 本市の水道事業の「 投資計画」 、 「 財政計画」 を 明確にする

こ と により 、 より 確実な施策の実施を進め、 市民から 信頼さ れる水道事業を目指し ます。

■ 使用水量・ 給水収益

国立社会保障・ 人口問題研究所（ 社人研） の推計によれば、 今後の本市の人口見通し は、 毎年

約１ ％程度の減少が続き 、 令和3 7 年度には４ 万人を 割り 込む見込みと なっ ており 、 水道事業

への影響は甚大なも のになるこ と が予想さ れます。
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■ 管路

水道事業創設から 5 9 年が経過し 、 令和2 年度末には、 管路の総延長は、 6 2 5 .0 ｋ ｍと なっ て

おり 、 法定耐用年数（ 4 0 年） を越えている管路は、 1 2 9 .5 ｋ ｍ（ 2 0 .7 ％） と なっ ています。

■ 施設

① 水源

水道事業の水源は、 自己水源と 兵庫県水道用水供給事業（ 県営水道）

受水に大別さ れます。

水源種別 規模 備考

自己水源 深井戸8 3 井 5 6 井運転中、 2 6 井休止、 1 井未掘削

県営水道受水 受水地点4 地点 昭和6 3 年度より 本格受水

② 浄水施設

自己水源から 取水し た原水を、 安全な水道水に処理するための浄水機能を有する稼動中の

施設は６ 箇所あり ます。

施設名 取得年度 令和3 年度経過年数 耐震化の状況

西部浄水場 昭和4 9 年度 4 7 年 耐震化

緑が丘浄水場 昭和4 6 年度 5 0 年 未

城山配水場 昭和5 3 年度 4 3 年 耐震化

広野配水場 平成1 7 年度 1 6 年 耐震化

小林配水場 平成1 2 年度 2 1 年 耐震化

三木市第１ 水源(浄水池) 平成 4 年度 2 9 年 耐震化
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第３ 章 経営の基本方針

・ 安全で安定し た水道水の供給

・ 有利子負債に過度に依存し ない経営

・ お客さ まから 信頼さ れる水道事業

■ 経営指標

本市の水道事業の経営指標を、 全国平均、 類似団体平均、 北播４ 市（ 西脇市、 小野市、 加西市、

加東市） 平均と 比較し たと こ ろ、 以下のよう な分析結果が得ら れています。

経営の健全性
・ 経常収支比率
・ 料金回収率
・ 給水原価

比較対象に比べて良好な水準であり 、 効率的な経営が
行われている 。

債務の状況 ・ 流動比率 高い水準にあり 、 財務の健全性が確保さ れている 。

施設の効率化
・ 有収率
・ 施設利用率

上昇傾向にあり 、 施設・ 設備の有効利用が進んでいる。

老朽化の状況
・ 減価償却累計率
・ 管路経年化率
・ 管路更新率

上昇傾向にあり 、 今後、 法定耐用年数に到来する 施設の
更新や、 耐震化を 進める ために、 計画的な投資が必要で
ある。
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第４ 章 効率化・ 経営健全化のこ れまでの取組

投資の合理化

統合化

・ 施設の統廃合（ スペッ ク ダウン ）

・ 脇川浄水場の効率的運用

・ 三木市第1 水源の効率的運用

合理化
・ 県営水道の有効活用

・ 自己水源の有効活用

長寿命化・ 投資の平準化

・ 定期巡回点検、 異常の早期発見、 消耗部品の交換等によ る

水道施設の長寿命化

・ 一時に多額の投資を 避ける こ と によ る投資の平準化

広域化の検討
・ 県営水道の依存率の上昇

・ 水道資器材（ メ ータ ー・ 薬剤） について近隣市町と 共同購入

民間ノ ウハウの活用
・ 施設の運転管理業務を 民間委託
・ 水道料金等の収納事務を 民間委託 等

投資の合理化、 経営基盤の強化・ 向上に取り 組む一方で、 急激な職員の削減によ り 、 技術部門では

技術継承の面で、 事務部門でも 企業会計に精通し た職員の確保などの面で懸念さ れます。

経営基盤の強化・ 向上

組織 ・ 組織の合理化に関する検討を 継続的に実施

定員管理

・ 組織の合理化などに伴う 人員削減を 実施

職員数は、 平成2 1 年度末の2 8 人体制から 、 令和3 年度末では

1 9 人体制と なり 3 割削減

職員給与費は、 平成2 1 年度の2 7 2 百万円に対し て令和2 年度

は1 3 4 百万円と なり 、 約5 割削減

・ 技術部門と 事務部門のいずれにおいても 、 継続的な事業継承

に支障が出ないよう な人員構成にし ていく 必要がある。

料金の見直し

本市の水道料金は、 平成1 7 年４ 月に平均1 1 .6 ％の料金改定を 実

施し ています。 その後、 今日までの約1 ７ 年間は、 経営改善の実

施や人件費及び経費の削減に取り 組み、 現行の料金を 維持し てき

まし た。

近隣市と 比較し ても 、 給水原価を 低く 抑え、 安価な料金設定を 維

持し ています。

未収金

・ 収納事務の外部委託

・ 料金のコ ンビニ収納処理の導入

・ スマート フ ォ ン アプリ 等を 利用し たイ ンタ ーネッ ト バン キン

グによる 支払い導入

給水体制の確保

・ 原水水質の保全

・ 自己水源の維持

・ 配水体制の整備
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第5 章 投資計画と 財政計画

■ 投資・ 財源の目標

安全・ 安心な水を 安定的に供給する こ と を 可能と するため、 「 投資計画」 の目標は、 サービ ス

の提供を 安定的に継続するために必要な施設・ 設備の投資水準を 踏まえて設定する こ と が重要

と 考えています。

投
資

管路 施設

目標

管路（ 管種） 更新の優先順位、 投資
の平準化、 収支のバラ ンスを 考慮し 、
更新・ 耐震化を 進める

水需要の将来見込みを 勘案し 、 合理
化と 耐震化を 進める

主な投資
・ 経年劣化し た漏水頻度の高い

塩ビ 管
・ 大二谷・ 自由が丘配水池の耐震化

投資額の見込額
(本経営戦略期間中)

年間平均約9 4 0 百万円

財

源

目標

・ 減価償却費などの損益勘定留保資金で賄う 方針と し ていますが、 今後の
収支の状況を 勘案する と 、 一般会計への長期貸付金の元金償還金や基金
を 有効的に活用する必要があるも のと 考えています。

・ 新規事業及び耐震化事業については、 企業債を 活用し て将来にわたり 負
担を 平準化する 必要があるも のと 考えています。

財源の試算方法

・ 料金…現在の料金体系を 維持

・ 企業債…投資計画に応じ た発行額

・ 国庫補助金等…見込まない
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■ 収支ギャ ッ プの解消に向けて

事業の継続のために必要な資金残高を 確保するためには、 「 a .起債の増額」 、 「 b .料金収入の

増額（ 料金改定） 」 の2 つの方法があり ます。

■まと め

資金確保策 本市における 状況

a . 起債の増額
「 財政計画」 において企業債残高は令和3 5 （ 2 0 5 3 ） 年度にピーク
に達し た後は、 減少が見込まれているも のの、 料金収入の1 0 倍を 上
回る水準が継続し 、 こ れ以上の増額は難し い状況にあり ます。

b . 料金収入の増額（ 料金改定） 「 受益者負担の原則」 に則っ ている ため、 一定の合理性が認めら れる

本市の水道事業が現状取り う る資金の確保策と し て考えら れるのは

「 b .料金収入の増額（ 料金改定） 」 と いう こ と になり ます。

事業の継続のための必要運転資金を考慮すると 、 適切な時期に料金改定を行う こ と が必要

と なり ます。

１ 本市水道事業が、 将来にわたり 安定的に事業を 継続し ていく には、 技術の継承が出来る

人材の確保が急務と なっ ています。

２ 現在の経営状況は、 類似団体と の比較においても 健全性を 維持すると と も に、 安価な料

金設定を可能と し ています。

３ 耐震化の状況は、 阪神淡路大震災時に緑が丘配水池が破損し た経験を 踏まえて「 緊急時

に水を貯留する」 こ と を最優先と 考え、 配水池の耐震化を先行し て進めてき まし た。

主要な配水池の耐震化は完了し たこ と から 、 今後は、 管路の耐震化を 推し 進めるため、

本経営戦略の計画期間中である令和1 3 年度までの管路及び施設への投資額は年間平均約

9 4 0 百万円を予定し ます。

４ 新規事業及び耐震化事業には企業債を活用し 、 将来にわたり 負担を 平準化する 必要があ

るも のと 考えています。

５ 計画期間中の収支は、 耐震化のための投資に資金の流出が恒常的に進むと と も に、

令和1 2 年度年度には赤字（ 収支ギャ ッ プ） の発生が見込まれます。

６ 本経営戦略は、 ５ 年以内にＰ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルを 活用し た見直し を 行う こ と と し てい

ます。 見直し 時には、 料金改定の必要な時期・ 改定率等について検討し 、 赤字の解消を

図る予定です。

令和1 2 年度以降は当期純損失に陥ると 見込まれており 、 令和2 4 年度には現金預金がマイ ナスに

なると 試算さ れまし た。 こ れは、 資金が枯渇し 、 事業の継続が不可能になるこ と を意味し ます。
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